
（１１） （週刊）（昭和31年６月25日第三種郵便物認可）第３１７４号令和４年３月８日（火曜日）

サタケＳＡＸＥＳ製品契約者キャンペーン
ピカ検700名に進呈、コメドック無料88

周
年
記
念
モ
デ
ル

主
力
３
機
種
88
台
限
定
発
売

アテックス
「
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
」に

大
玉
ト
マ
ト
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト

ヤンマーHD

デ
ザ
イ
ン
性
に
も
注
目

エ
ー
ス
・

シ
ス
テ
ム

新
型
ト
ラ
ク
タ
ウ
エ
イ
ト

計
量
作
業
を
省
人
化

ロ
ボ
ッ
ト
×
組
合
せ
は
か
り

大和製衡 有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
得
る

フ
ィ
ー
ネ

ナ
チ
ュ
ラ
ル

フ
ィ
ー
ネ
地
球
の
恵
み

防
獣
電
気
柵
に
期
待
増

防
水
の
高
性
能
太
陽
電
池
式

小岩金網

ハ
ウ
ス
の
杭
打
ち
楽
に

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
式
ア
タ
ッ
チ

ナカヤマ機械

刈
払
機
用
チ
ッ
プ
ソ
ー

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
各
種
を
拡
販

福農産業

安
定
供
給
を
実
現
ハ
タ
ノ

シ
ス
テ
ム

松本社長

サ
タ
ケ
（
松
本
和
久
社
長
）
は
、
３
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
Ｓ
Ａ
Ｘ

Ｅ
Ｓ
（
サ
ク
セ
ス
）
製
品
を
新
規
契
約
し
た
人
を
対
象
と
す
る
「
Ｓ
Ａ
Ｘ
Ｅ
Ｓ
プ
レ
ミ

ア
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
。
特
典
と
し
て
①
ビ
ジ
ュ
ア
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
「
ピ

カ
検
（
Ｒ
Ｇ
Ｖ
Ｃ
10
Ａ
）」
を
進
呈
（
先
着
７
０
０
名
）
②
「
コ
メ
ド
ッ
ク
分
析
サ
ー

ビ
ス
」
を
一
人
２
検
体
ま
で
無
料
で
実
施
（
対
象
者
全
員
）。
詳
細
は
以
下
の
通
り
。

キャンペーン対象商品

ピカ検

サ
タ
ケ
＝
広
島
県
東
広
島

市
西
条
西
本
町
２
―
30
＝
は

２
０
１
８
年
に
大
規
模
生
産

者
向
け
の
遠
赤
外
線
乾
燥
機

お
よ
び
籾
摺
機
「
Ｓ
Ａ
Ｘ
Ｅ

Ｓ
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
。
そ

の
後
、
大
型
遠
赤
外
線
乾
燥

機
「
Ｓ
Ａ
Ｘ
Ｅ
Ｓ
―
Ｖ
」、

光
選
別
機
「
Ｓ
Ａ
Ｘ
Ｅ
Ｓ

Ｋ
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
2.3
」
「
Ｓ
Ａ

Ｘ
Ｅ
Ｓ

Ｋ
ｎ
ｉ
ｇ

ｈ
ｔ

3.5
」
と
シ
リ
ー
ズ
拡
充
を
図

り
、
３
月
１
日
に
は
新
型
籾

摺
機「
Ｓ
Ｒ
Ｚ
６
０
０
０
Ｘ
」

を
発
売
し
、
好
評
を
得
て
い

る
。日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
、

以
下
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
す
る
。

【
概
要
】
▽
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

名
＝
Ｓ
Ａ
Ｘ
Ｅ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア

ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
▽
期
間
＝

２
０
２
２
年
３
月
１
日
〜
８

月
31
日
▽
対
象
＝
Ｓ
Ａ
Ｘ
Ｅ

Ｓ
製
品
（
遠
赤
外
線
乾
燥
機

Ｓ
Ｄ
Ｒ
―
Ｘ
・
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
、

籾
摺
機
Ｓ
Ｒ
Ｚ
シ
リ
ー
ズ
、

光
選
別
機
Ｓ
Ａ
Ｘ
Ｅ
Ｓ

Ｋ

ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
2.3
お
よ
び
3.5
）

を
契
約
し
た
人
▽
特
典
＝
①

先
着
７
０
０
名
に
ビ
ジ
ュ
ア

ル
チ
ェ
ッ
カ
ー「
ピ
カ
検（
Ｒ

Ｇ
Ｖ
Ｃ
10
Ａ
）
」
を
進
呈
②

「
コ
メ
ド
ッ
ク
分
析
サ
ー
ビ

ス
」
を
１
人
２
検
体
ま
で
無

料
で
実
施
。
同
サ
ー
ビ
ス
は

米
の
品
質
・
価
値
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
数
値
化
し
、
高
品

質
・
高
付
加
価
値
化
に
向
け

た
提
案
を
行
う
サ
タ
ケ
独
自

の
分
析
サ
ー
ビ
ス
（
通
常
分

析
料
金
１
検
体
＝
税
込
１
万

８
７
０
０
円
）。【特

典
詳
細
】

《
ビ
ジ
ュ
ア
ル

チ
ェ
ッ
カ
ー
ピ

カ
検
》
＝
穀
物

の
外
観
（
胴
割

れ
）
を
手
軽
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る

検
査
キ
ッ
ト
。

品
質
検
査
時
の

胴
割
粒
の
見
落
と
し
を
防

ぎ
、
穀
物
の
圃
場
胴
割
れ
や

過
乾
燥
に
よ
る
胴
割
れ
確
認

に
使
用
で
き
る
。

《
コ
メ
ド
ッ
ク
》
＝
▽
検
体

の
種
類
：
玄
米
、
白
米
▽
必

要
検
体
量
：
５
０
０
ｇ
以
上

▽
分
析
項
目
セ
ッ
ト
：
①
Ｄ

Ｎ
Ａ
品
種
鑑
定（
定
性
分
析
）

②
内
観
品
質
評
価
（
米
粒
食

味
計
）
③
外
観
品
質
・
形
状

分
析
（
穀
粒
判
別
器
）。
残

留
農
薬
、
重
金
属
、
放
射
性

物
質
を
希
望
す
る
場
合
は
別

途
オ
プ
シ
ョ
ン
料
金
が
必
要
。

【
申
し
込
み
方
法
】
以
下
３

点
を
同
社
営
業
担
当
へ
渡
す

と
、
分
析
終
了
後
、
診
断
結

果
報
告
書
が
契
約
者
に
送
付

さ
れ
る
。

①
契
約
後
に
渡
す
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
専
用
申
込
用
紙
②
製

品
に
付
属
の
「
安
全
説
明
確

認
カ
ー
ド
」
（
保
証
書
の
裏

面
）
の
メ
ー
カ
ー
控
え
（
１

枚
目
）、
ま
た
は
契
約
書
の

写
し
（
契
約
者
の
氏
名
、
住

所
、
契
約
型
式
が
確
認
で
き

る
も
の
）
③
検
体
（
玄
米
も

し
く
は
白
米
５
０
０
ｇ
）。

な
お
分
析
終
了
後
、
検
体
の

返
却
は
で
き
な
い
。

村田社長

ア
テ
ッ
ク
ス
（
村
田
雅
弘
社
長
）
は
、
今
年
創
立
88
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し

て
特
別
仕
様
の
記
念
モ
デ
ル
「
乗
用
草
刈
機
Ｒ
８
８
１
６
Ｚ
」
「
ク
ロ
ー
ラ
ハ
ン
マ
ー

Ｒ
Ｘ
―
８
０
５
Ｚ
」
「
ク
ロ
ー
ラ
運
搬
車
Ｘ
Ｇ
３
５
０
Ｚ
」
３
機
種
を
88
台
限
定
で
３

月
か
ら
発
売
を
開
始
し
た
。
記
念
モ
デ
ル
は「
特
別
の
、
白
。」
と
し
て
登
場
。
特
別
仕

様
ラ
ベ
ル
と
う
れ
し
い
装
備
付
き
で
、特
典
と
し
て
限
定
車
体
カ
バ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

乗用草刈機Ｒ8816Ｚ

クローラハンマーＲＸ―805Ｚ

クローラ運搬車ＸＧ350Ｚ

ア
テ
ッ
ク
ス
＝
愛
媛
県
松

山
市
衣
山
１
―
２
―
５
＝
は

昭
和
９
年
に
松
山
市
で
衣
山

鋳
造
所
を
創
業
、
同
21
年
か

ら
農
機
具
製
造
を
開
始
。
平

成
６
年
に
株
式
会
社
ア
テ
ッ

ク
ス
に
社
名
変
更
を
行
い
、

全
国
に
営
業
拠
点
を
展
開
、

同
17
年
に
は
乗
用
草
刈
機

「
刈
馬
王
」
を
開
発
、
販
売

を
開
始
。
今
年
で
88
周
年
を

迎
え
、
記
念
モ
デ
ル
と
な
る

主
力
３
機
種
は
〝
ホ
ワ
イ
ト

エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
〞
と
し
て
登

場
、
88
台
限
定
で
発
売
す
る
。

特
別
仕
様
ラ
ベ
ル
と
新
装
備

付
き
で
、
特
典
と
し
て
限
定

デ
ザ
イ
ン
の
車
体
カ
バ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ま
た
、
乗
用

草
刈
機
購
入
者
に
は
メ
ッ
シ

ュ
シ
ー
ト
カ
バ
ー
を
、
ク
ロ

ー
ラ
運
搬
車
購
入
者
に
は
荷

台
ゴ
ム
マ
ッ
ト
が
標
準
装
備
。

乗
用
草
刈
機
Ｒ
８
８
１
６

Ｚ
は
、同
Ａ
Ｂ
の
特
別
仕
様
。

機
体
寸
法
は
全
長
１
８
２
５

×
全
幅
９
８
０
×
全
高
８
５

５
各
㎜
で
質
量
は
２
９
５

㎏
。
刈
幅
は
８
８
０
㎜
で
刈

高
が
10
〜
80
㎜
（
無
段
階
）。

最
大
作
業
能
率
は
副
変
速
低

速
で
56
ａ
／
ｈ
、
最
小
回
転

半
径
１
８
７
０
㎜
。
税
込
小

売
価
格
88
万
円
。

ク
ロ
ー
ラ
ハ
ン
マ
ー
Ｒ
Ｘ

―
８
０
５
Ｚ
は
同
Ｂ
の
特
別

仕
様
。
機
体
寸
法
は
全
長
１

８
３
０
〜
１
９
２
５
×
全
幅

９
９
０
×
全

高
８
７
０
〜

１
１
２
５
各

㎜
で
質
量
は

２
５
３
㎏
。

刈
幅
は
８
０

０
㎜
で
刈
高

は
フ
リ
ー
時

０
〜
80
、
固

定
時
20
・
75

・
１
３
０
・

２
５
０
・
３
１
５
各
㎜
。
最

大
作
業
能
率
は
28
・
８
ａ
／

ｈ
、
最
小
回
転
半
径
１
２
５

０
㎜
。
同
88
万
円
。

ク
ロ
ー
ラ
運
搬
車
Ｘ
Ｇ
３

５
０
Ｚ
は
同
Ｄ
Ｍ
Ｅ
Ｂ
の
特

別
仕
様
。
最
大
作
業
能
率
は

３
５
０
㎏
で
機
体
寸
法
は
全

長
１
８
４
０
×
全
幅
８
６
５

×
全
高
９
２
０
各
㎜
。
質
量

は
２
２
０
㎏
で
荷
台
寸
法
は

全
長
１
０
５
０
×
全
幅
７
５

５
×
全
高
２
１
０
各
㎜
。
荷

台
面
地
上
高
４
０
０
㎜
。
同

58
万
３
０
０
０
円
。

ヤ
ン
マ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス（
山
岡
健
人
社
長
）は
、

３
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
る
「
２
０
２
２
国
際
ロ
ボ

ッ
ト
展
（
主
催
：
一
般
社
団

法
人
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業

会
、
日
刊
工
業
新
聞
社
）」

に
「
ヤ
ン
マ
ー
大
玉
ト
マ
ト

収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
」
試
作
機
を

出
展
す
る
。
「
ヤ
ン
マ
ー
大

玉
ト
マ
ト
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
」

は
、
同
社
の
ソ
フ
ト
開
発
技

術
、
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
て
開
発
し
た
農
業
分
野

で
の
自
動
化
を
推
進
す
る
日

本
初
の
大
玉
ト
マ
ト
収
穫
ロ

ボ
ッ
ト
。
個
体
ご
と
に
形
状

が
異
な
り
、
扱
い
の
難
し
い

大
玉
ト
マ
ト
の
収
穫
に
Ａ
Ｉ

深
層
学
習
を
取
り
入
れ
、
自

動
化
す
る
こ
と
で
、
人
手
不

足
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
。

【
展
示
会
概
要
】
▽
名
称
＝

２
０
２
２
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展

「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
Ａ
Ｌ

Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ

Ｅ

Ｘ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０

２
２
（
ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
２
０
２

２
）」
▽
会
期
＝
３
月
９
日

〜
12
日
※
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場

は
３
月
１
〜
18
日
▽
会
場
＝

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
▽
ヤ
ン

マ
ー
出
展
場
所
＝
Ｅ
７
―
41

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
ブ
ー
ス
内
）。

最大2000㎏まで搭載できる

ＡＷ2―20

エ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム
＝
菅

原
康
輝
社
長
、
北
海
道
札
幌

市
白
石
区
米
里
５
条
２
―
５

―
30
＝
は
、
新
た
な
ト
ラ
ク

タ
用
ウ
エ
イ
ト
「
エ
ー
ス
ウ

エ
イ
ト
Ｍ
Ｋ
２
（
意
匠
登
録

済
）」の
発
売
を
開
始
し
た
。

同
社
は
数
年
前
に
ト
ラ
ク

タ
用
ウ
エ
イ
ト
「
エ
ー
ス
ウ

エ
イ
ト
」
を
発
売
。
堅
牢
で

あ
り
な
が
ら
コ
ン
パ
ク
ト
で

デ
ザ
イ
ン
性
に
も
秀
で
た
ト

ラ
ク
タ
用
ウ
エ
イ
ト
と
し
て

好
評
を
得
て
き
た
。
だ
が
、

海
外
で
製
造
し
て
い
る
た

め
、
昨
今
の
世
界
的
な
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
期
日
へ
の
納
入
が

難
し
い
状
況

に
。そ

こ
で
今

回
、
デ
ザ
イ

ン
や
設
計
を

自

社

で

行

い
、
意
匠
の

登
録
を
行
っ

た
上
で
日
本

国
内
に
お
い

て
製
造
す
る
体
制
を
構
築
。

「
エ
ー
ス
ウ
エ
イ
ト
Ｍ
Ｋ
２
」

と
し
て
発
売
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
主
な
特
長
は
次
の
通

り
。▽

鋳
鉄
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
３
倍
以
上
の
比
重
で
、
堅

牢
で
コ
ン
パ
ク
ト
。
前
方
の

視
界
を
妨
げ
な
い
の
で
、
ほ

場
で
の
取
り
回
し
に
も
便
利

▽
ウ
エ
イ
ト
底
部
は
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
ツ
メ
が
差
し
込

め
る
形
状
に
な
っ
て
お
り
、

直
置
き
が
可
能
▽
鋳
造
な
ら

で
は
の
革
新
的
な
デ
ザ
イ
ン

性
の
メ
ー
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
。

標
準
ウ
エ
イ
ト
と
し
て

「
Ａ
Ｗ
２
―
06
（
重
量
６
０

０
㎏
）」と「
Ａ
Ｗ
２
―
10（
同

１
０
０
０
㎏
）」、
追
加
ウ
エ

イ
ト
は
「
Ａ
Ｗ
２
―
02
（
重

量
２
０
０
㎏
）」
と
「
Ａ
Ｗ

２
―
04
（
同
４
０
０
㎏
）」

を
そ
れ
ぞ
れ
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
。
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富

な
ウ
エ
イ
ト
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
最
大
２
０
０
０

㎏
ま
で
装
着
す
る
こ
と
が
可

能
だ
。

近
年
ほ
場
面
積
拡
大
な
ど

で
、
ト
ラ
ク
タ
馬
力
を
高
め

る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る

エ
ー
ス
ウ
エ
イ
ト
。
今
春
に

引
き
渡
し
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。

こ
の
他
、
同
社
で
は
作
業

機
付
ト
ラ
ク
タ
の
公
道
走
行

に
対
応
し
た
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
リ
ア

ラ
ン
プ
汎
用
キ
ッ
ト
」
と
「
Ｌ

Ｅ
Ｄ
リ
ア
ラ
ン
プ
ト
レ
ー
ラ

汎
用
キ
ッ
ト
」
を
好
評
発
売

中
。
前
者
は
直
装
タ
イ
プ
の

作
業
機
向
け
で
３
タ
イ
プ
、

後
者
は
け
ん
引
式
作
業
機
向

け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
計

器
類
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

る
。
詳
細
は
電
話
０
１
１
―

８
７
３
―
７
６
６
０
。

はかりへの食材投入をロボットが担う

大
和
製
衡
＝
川
西
勝
三
社

長
、
兵
庫
県
明
石
市
茶
園
場

町
５
―
22
＝
は
、
ア
ー
ル
テ

ィ
＝
東
京
都
千
代
田
区
＝
と

共
同
で
、
組
合
せ
は
か
り
と

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
を
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
た
自
動
計
量
供

給
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

人
の
手
で
行
う
食
材
の
投
入

を
ロ
ボ
ッ
ト
が
担
う
こ
と

で
、
計
量
作
業
を
完
全
自
動

で
行
う
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
人
手
不
足
が
課
題
と
な

る
現
場
で
、
生
産
性
向
上
や

省
人
・
省
力
化
を
実
現
す
る
。

大
和
製
衡
の
半
自
動
計
量

機
「
Ｔ
Ｓ
Ｄ
―
Ｎ
３
」
に
、

ア
ー
ル
テ
ィ
の
人
型
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
「
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
ｌ
ｙ
」

を
組
み
合
わ
せ
て
使
用
す
る
。

Ｔ
Ｓ
Ｄ
―
Ｎ
３
は
、
食
品

の
定
量
計
量
に
最
適
な
組
合

せ
は
か
り
。
計
量
機
に
被
計

量
物
を
載
せ
る
だ
け
で
、
瞬

時
に
最
適
な
組
合
せ
を
見
つ

け
出
し
、
１
分
間
に
最
大
50

回
の
ス
ピ
ー
ド
で
定
量
計
量

を
自
動
で
行
う
。
ベ
ル
ト
搬

送
式
で
、
計
量
部
と
搬
送
部

の
段
差
が
小
さ
く
、
商
品
の

傷
み
を
最
小
限
に
抑
え
な
が

ら
計
量
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
特
長
だ
。
定
量
パ
ッ
ク

詰
め
作
業
の
現
場
で
重
宝
さ

れ
て
き
た
が
、
は
か
り
へ
の

食
材
投
入
は
人
の
手
で
行
う

必
要
が
あ
っ
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
Ａ
Ｉ
ビ
ジ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
て

お
り
、
ば
ら
積
み
の
食
材
を

一
つ
一
つ
認
識
。
食
材
に
合

わ
せ
て
優
し
く
ハ
ン
ド
で
つ

か
み
、
計
量
機
に
乗
せ
る
。

人
ひ
と
り
分
の
省
ス
ペ
ー
ス

で
稼
働
し
、
安
全
柵
や
大
が

か
り
な
工
事
は
不
要
。
ハ
ン

ド
は
交
換
可
能
で
衛
生
的

だ
。
挟
み
込
み
防
止
の
構
造

で
、
人
が
隣
で
作
業
し
て
い

て
も
安
心
な
動
作
と
な
っ
て

い
る
。
は
か
り
、
ロ
ボ
ッ
ト

共
に
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
で
移

動
も
楽
に
行
え
る
。
既
に
Ｔ

Ｓ
Ｄ
―
Ｎ
３
を
導
入
し
て
い

る
現
場
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
み
を

導
入
す
る
こ
と
も
可
能
。

大
和
製
衡
は
定
量
計
量
を

支
え
る
組
合
せ
は
か
り
の
技

術
で
、
人
手
不
足
の
解
消
や

計
量
作
業
の
効
率
化
を
提
案

し
て
い
る
。

フィーネ「地球の恵み」の荷姿

製
造
元
の
フ
ィ
ー
ネ
＝
東

京
都
中
央
区
京
橋
１
―
14
―

７
京
橋
中
央
ビ
ル
５
Ｆ
＝
と

販
売
元
の
フ
ィ
ー
ネ
ナ
チ
ュ

ラ
ル
＝
同
＝
は
、
葉
面
肥
料

・
フ
ィ
ー
ネ「
地
球
の
恵
み
」

が
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
別
表

１
適
合
企
画
の
認
証
を
得
た

こ
と
を
発
表
し
た
。

世
界
の
有
機
市
場
規
模
は

１
２
５
３
億
米
ド
ル
（
２
０

２
１
年
）
で
あ
る
が
、
日
本

の
有
機
生
産

は
そ
の
１
％

ほ

ど

で

あ

り
、
２
０
０

０
年
に
Ｊ
Ａ

Ｓ
法
が
ス
タ

ー

ト

し

た

が
、
欧
米
か

ら
の
大
幅
な

遅
れ
は
否
め

な
い
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
組

み
か
ら
も
日

本
の
有
機
生

産
の
拡
大
は
重
要
政
策
と
言

え
る
。

フ
ィ
ー
ネ「
地
球
の
恵
み
」

の
原
料
は
、
厚
生
労
働
省
が

定
め
る
食
品
添
加
物
で
、
１

０
０
％
国
産
の
水
酸
化
カ
ル

シ
ウ
ム
（
Ｃ
ａ
（
Ｏ
Ｈ
）２
）

で
あ
る
が
、
認
証
取
得
に
よ

り
有
機
農
法
で
の
土
壌
改
良

や
葉
面
肥
料
と
し
て
の
活
用

が
可
能
と
な
っ
た
。

野
菜
や
果
実
の
発
育
に
必

要
な
３
大
栄
養
素
は
「
窒
素

・
リ
ン
酸
・
カ
リ
ウ
ム
」
だ

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
健
康
で

強
い
作
物
は
育
た
な
い
。

第
４
の
栄
養
素
で
あ
る
カ

ル
シ
ウ
ム
は
、
健
康
で
強
い

農
作
物
の
育
成
に
は
必
要
不

可
欠
。
土
壌
の
改
良
や
、
野

菜
や
果
実
の
発
育
・
成
長
、

結
実
か
ら
完
熟
、
収
穫
に
至

る
青
果
物
生
産
過
程
や
、
生

け
花
や
観
賞
植
物
の
育
成
や

長
寿
命
化
に
お
い
て
も
重
要

な
役
割
を
担
う
。

「
Ｃ
ａ
＋
イ
オ
ン
」
は
、

植
物
の
細
胞
ペ
ク
チ
ン
と
結

び
つ
い
て
、
「
ペ
ク
チ
ン
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
」
を
形
成
し
細

胞
壁
を
強
化
し
細
胞
に
張
り

を
持
た
せ
、
細
胞
間
を
密
着

さ
せ
病
原
菌
の
侵
入
を
防
ぐ

効
果
が
あ
る
。

水
産
化
カ
ル
シ
ウ
ム
は
農

薬
で
は
な
い
が
、
そ
の
水
溶

液
中
の
Ｏ
Ｈ―

イ
オ
ン
に
よ

り
ア
ル
カ
リ
性
を
示
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
病
原
菌
や
ウ
イ

ル
ス
の
タ
ン
パ
ク
に
作
用
し

不
活
化
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
土
壌
改
良
や
防
疫
剤
と

し
て
は
消
石
灰
が
使
わ
れ
て

い
る
が
、
食
品
添
加
物
で
は

な
い
。
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
別

表
１
適
合
か
つ
食
品
添
加
物

の
フ
ィ
ー
ネ
「
地
球
の
恵
み
」

は
、
有
機
農
法
や
無
農
薬
農

法
、
温
室
栽
培
や
屋
内
野
菜

工
場
な
ど
安
全
で
健
康
的
な

農
業
生
産
の
た
め
の
資
材
と

し
て
今
後
の
期
待
が
大
き
い
。

引き込み線や電池交換が不要の「いの電メッシュ」

小
岩
金
網
＝
東
京
都
台
東

区
西
浅
草
３
―
20
―
14
＝

は
、
防
獣
電
気
柵
「
い
の
電

メ
ッ
シ
ュ
」
と
「
い
の
電
グ

ラ
ス
」
の
普
及
を
進
め
、
獣

の
被
害
に
遭
う
農
家
な
ど
か

ら
期
待
を
集
め
て
い
る
。

「
い
の
電
メ
ッ
シ
ュ
」
と

「
い
の
電
グ
ラ
ス
」
は
、
電

気
の
シ
ョ
ッ
ク
で
獣
を
撃

退
。
電
導
性
の

高
い
Ａ
Ｓ
線
を

全
体
、
ま
た
は

部
分
的
に
使
用

し
、
害
獣
の
鼻

先
を
狙
い
、
完

全
防
水
の
高
性

能
太
陽
電
池
式

で
、
引
き
込
み

線
や
電
池
交
換

は
不
要
。

「
い
の
電
メ

ッ
シ
ュ
」
は
施

工
性
が
良
く
、

組
み
立
て
が
簡
単
な
溶
接
金

網
タ
イ
プ
。
ア
ル
ミ
被
覆
鋼

線
Ａ
Ｓ―

Ｍ
線
を
使
用
し
、

重
量
が
軽
く
簡
単
に
運
べ
る

の
で
、
施
工
性
が
良
い
。
金

網
同
士
の
つ
な
ぎ
目
を
変
え

る
こ
と
に
よ
り
、
急
傾
斜
に

も
対
応
可
能
。

「
い
の
電
グ
ラ
ス
」
は
、

標
準
で
も
獣
害
防
止
柵
と
し

て
使
用
さ
れ
る
グ
ラ
ス
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
フ
ェ
ン
ス
に
、
ア

ル
ミ
被
覆
鋼
線
Ａ
Ｓ―

Ｂ
線

を
織
り
込
ん
で
（
横
線
下
部

２
〜
６
段
目
）
通
電
さ
せ
、

侵
入
防
止
効
果
を
高
め
た
フ

ェ
ン
ス
。
掘
返
し
防
止
網
付

き
も
選
択
可
能
。

ま
た
、
グ
ラ
ス
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
フ
ェ
ン
ス
は
強
度
も
抜

群
で
、
80
㎏
（
イ
ノ
シ
シ
の

標
準
体
重
）
の
静
的
荷
重
試

験
に
合
格
し
て
い
る
。
同
フ

ェ
ン
ス
は
、
別
売
り
の
巻
癖

矯
正
機
を
使
用
す
る
こ
と
で

よ
り
展
開
が
容
易
に
な
り
、

取
付
施
工
性
が
ア
ッ
プ
。

【
両
電
気
柵
の
主
な
特
長
】

①
引
き
込
み
線
が
い
ら
な
い

太
陽
電
池
式
電
気
柵
機
を
使

用
。
発
電
力
の
大
き
い
大
型

液
晶
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
な
の

で
、曇
り
空
で
も
発
電
可
能
。

雨
に
濡
れ
て
も
大
丈
夫
な
完

全
防
水
仕
様
②
約
１
秒
間
隔

で
電
気
を
流
す
パ
ル
ス
出
力

方
式
。
人
が
触
れ
る
と
静
電

気
程
度
の
衝
撃
を
感
じ
る

が
、
す
ぐ
に
手
を
離
す
こ
と

が
で
き
る
。
獣
は
敏
感
な
鼻

で
電
気
柵
に
触
れ
る
と
「
危

険
！
」
と
学
習
し
近
寄
ら
な

く
な
る
。

期
待
高
ま
る
地
力
の
素

ピ
ィ
ア
イ
シ

ィ
・
バ
イ
オ

健
全
さ
を
取
り
戻
す
土
改
材

ピ
ィ
ア
イ
シ
ィ
・
バ
イ
オ

＝
東
京
都
品
川
区
＝
は
、「
地

力
の
素
（
フ
ル
ボ
酸
高
含
有

・
天
然
腐
植
質
）
」
を
販
売
、

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

「
地
力
の
素
」
は
バ
イ
オ

ス
テ
ィ
ミ
ラ
ン
ト
の
１
０
０

％
有
機
質
土
壌
改
良
材
。
高

純
度
天
然
腐
植
が
少
量
の
施

用
で
す
ば
や
く
地
力
を
回
復

さ
せ
、
連
作
で
崩
れ
た
微
生

物
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
健
全

な
土
を
取
り
戻
す
。
溶
け
出

す
フ
ル
ボ
酸
が
、
植
物
の
根

に
直
接
作
用
し
て
発
根
を
促

進
。
し
っ
か
り
と
働
く
根
を

作
り
、
ス
ト
レ
ス
に
強
い
作

物
を
育
て
る
。

硬い地盤でも短時間で杭打ちが完了する

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て

る
際
に
大
変
な
の
が
、
ラ
セ

ン
杭
の
打
ち
込
み
。
ナ
カ
ヤ

マ
機
械
＝
奈
良
県
五
條
市
黒

駒
町
69
＝
の
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

装
着
式
杭
打
ち
機
「
楽
く
る

シ
ョ
ベ
ル
」
を
使
え
ば
、
ハ

ウ
ス
を
建
て
る
際
の
穴
掘
り

や
補
強
用
ア
ン
カ
ー
の
ラ
セ

ン
杭
の
地
中
へ
の
ね
じ
込
み

を
、
油
圧
の
動
力
で
誰
で
も

「
早
く
、
楽
に
」
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

油
圧
式
シ
ャ
ベ
ル
の
動
力

を
回
転
運
動
に
変
換
し
杭
を

地
面
に
ね
じ
込
む
た
め
、
女

性
や
高
齢
者
な
ど
作
業
者
に

腕
力
が
な
く
て
も
硬
い
粘
土

層
の
地
盤
へ
の
打
ち
込
み
が

可
能
。
油
圧
式
で
あ
れ
ば
、

ど
の
メ
ー
カ
ー
の
小
型
シ
ョ

ベ
ル
に
も
装
着
で
き
、
ア
タ

ッ
チ
メ
ン
ト
は
一
般
的
な
工

具
で
簡
単
に
脱
着
で
き
る
。

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
先
端
に
は

磁
石
が
付
い
て
お
り
、
ア
ー

ム
を
引
き
上
げ
れ
ば
杭
だ
け

を
安
全
に
地
中
に
残
せ
る
。

逆
回
転
も
可
能
で
、
杭
の

〝
引
き
抜
き
〞
に
も
利
用
で

き
る
。
先
端
部
分
を
穴
掘
り

用
の
ア
ー
ス
ド
リ
ル
に
取
り

換
え
れ
ば
、
穴
掘
り
器
と
し

て
も
使
用
で
き
る
。

ラ
セ
ン
杭
一
本
あ
た
り
の

一
般
的
な
作
業
時
間
は
５
〜

10
分
程
度
。
数
人
が
か
り
で

２
日
半
要
す
る
重
労
働
が
、

「
楽
く
る
シ
ョ
ベ
ル
」
を
使

え
ば
「
１
人
で
も
数
時
間
で

作
業
で
き
る
」
と
各
地
で
喜

ば
れ
て
い
る
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
建
設
や
台
風
や
雪
で

倒
壊
し
た
場
合
の
再
構
築
、

補
強
用
ア
ン
カ
ー
を
設
置
し

暴
風
雨
な
ど
に
備
え
る
災
害

対
策
で
の
活
用
を
見
込
む
。

ダブルカットの〝こぶブレード〟

総
合
商
社
の
福
農
産
業
＝

竹
内
良
一
社
長
、
兵
庫
県
三

木
市
大
村
58
―
11
＝
は
、
切

れ
味
抜
群
の
刈
払
機
用
チ
ッ

プ
ソ
ー
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
、

拡
販
に
注
力
し
て
い
る
。

チ
ッ
プ
ソ
ー
商
品
群
の
中

で
も
、
前
面
の
高
硬
度
チ
ッ

プ
と
後
面
の
〝
こ
ぶ
ブ
レ
ー

ド
〞
の
２
つ
の
刃
で
ダ
ブ
ル

カ
ッ
ト
す
る
「
こ
ぶ
ブ
レ
ー

ド
チ
ッ
プ
ソ
ー
」
は
、
硬
い

雑
草
か
ら
柔

ら
か
い
草
ま

で
、
シ
ャ
ー

プ
に
刈
り
取

れ
大
好
評
。

チ
ッ
プ
の
刃

数
は
30
ｐ
と

40

Ｐ

が

あ

り
、最
高
級
、

高
硬
度
の
チ
ッ
プ
の
採
用

で
、
軽
い
切
れ
味
で
楽
に
作

業
で
き
る
。
ま
た
、
抗
折
力

が
高
く
耐
久
性
が
ズ
バ
抜
け

て
い
る
。

〝
こ
ぶ
ブ
レ
ー
ド
〞
は
チ

ッ
プ
を
ガ
ー
ド
。
完
全
埋
込

み
チ
ッ
プ
に
加
え
、
こ
ぶ
ブ

レ
ー
ド
に
よ
り
チ
ッ
プ
が
飛

び
に
く
く
、
石
飛
も
低
減
で

き
る
。
シ
ャ
ー
プ（
チ
ッ
プ
）

・
タ
フ
（
こ
ぶ
ブ
レ
ー
ド
）

な
チ
ッ
プ
ソ
ー
で
注
目
を
集

め
て
い
る（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
）。

こ
の
ほ
か
切
れ
味
が
鋭
く

衝
撃
に
強
い
「
穂
垂
チ
ッ
プ

ソ
ー
」
（
36
Ｐ
・
40
Ｐ
）
や

サ
ビ
に
く
い
ニ
ッ
ケ
ル
メ
ッ

キ
仕
上
げ
の
「
軽
る
切
る
チ

ッ
プ
ソ
ー
」
（
32
Ｐ
）、
刃
数

を
増
や
し
て
チ
ッ
プ
へ
の
負

担
を
減
ら
し
、
さ
ら
に
切
れ

味
ア
ッ
プ
の
「
ハ
イ
パ
ー
ブ

レ
ー
ド
ｔ
ｕ
ｒ
ｂ
ｏ
」
（
40

・
44
Ｐ
）
、
軽
量
で
草
刈
作

業
の
負
担
を
軽
減
す
る
「
ラ

イ
ト
ブ
レ
ー
ド
Ｎ
ｅ
ｏ
」

（
36
Ｐ
・
40
Ｐ
）
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
適
合

品
。
こ
の
他
、
チ
ッ
プ
ソ
ー

３
枚
・
５
枚
組
や
ナ
イ
ロ
ン

コ
ー
ド
な
ど
豊
富
に
品
揃
え

し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
０

７
９
４
―
82
―
１
０
８
８
。

ハ
タ
ノ
シ
ス
テ
ム
＝
東
京

都
目
黒
区
＝
は
「
自
家
発
電

設
備
」
に
取
組
み
、
オ
フ
ィ

ス
、
工
場
、
商
業
施
設
な
ど

の
幅
広
い
場
所
で
、
電
力
の

安
定
供
給
を
実
現
し
て
い
る
。

企
画
、
設
計
、
販
売
か
ら

施
工
管
理
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ま
で
、
発
電
設
備
の
シ
ス
テ

ム
を
、
大
規
模
な
施
設
か
ら

各
家
庭
ま
で
一
貫
体
制
で
対

応
し
、
信
頼
を
得
て
き
た
。




